
国名 アメリカ合衆国

州名 ミシガン州

都市名 バトルクリーク

学区 Lakeview School District


15 Arbor Street, Battle Creek, MI 49015


TEL:1-269-565-2411


FAX:1-269-565-2428


URL:http://www.lakeviewspartans.org


バトルクリーク南部の郊外に位置しており、閑静な住宅地が学区となっている。日本人が多く居住

する地域である。

学校名 ミンゲス・ブルック　エレメンタリー　スクール


Minges Brook Elementary School

TEL・FAX・Email・URL TEL:1-269-565-4500


FAX:1-269-565-4508


URL:http://www.lakeviewspartans.org

場所 435 Lincoln Hills Drive Battle Creek, MI 49015 U.S.A.

在デトロイト総領事館から車で約120分

学校の形態・種類 1953年設立、公立小学校／通学制／共学


幼稚園年長から小学5年迄

教育課程の認定

学校の概要・特色 学校の教育目標（Mission Statement）


すべての児童がもつ学ぶ力を信じ、最も高いレベルへの学力発達を目標として、教育を進める。


また、社会性があり、心身ともに健康な行動や態度がしっかりと身に付いた子どもを育成する。


それらの目標を達成させるために、学校の教育環境を積極的に整備する。

授業方式・言語 英語

受験できる統一テスト MSTEP(ミシガン州共通テスト)

卒業生の進路状況 【日本人卒業生の進路状況】


大多数が同学区内のLakeview Middle Schoolに進学する。

卒業条件および

発行される証明書

外国人に対する

言語特別指導

ESL教師により、基礎英語の指導や現地校における教科学習の補習が行われる。

障害児受け入れ 特殊学級が開設されている。


また、学級担任とは別に障害児担当教員が引率し、普通学級で学ぶこともある。

就学段階別対象年齢

・学年

幼稚園：5歳～6歳


小学校：1年生～4年生　6歳～10歳

小学校１年生の

年齢基準日

その年の9月1日までに満6歳になる者は、同年の9月に入学

教職員数 校長1名，教諭15名，その他の職員１４名

在籍児童生徒数 約350名（学区全体では約4100名）

◆学校の詳細情報 （平成28年12月更新情報）



在籍日本人児童生徒数 各学年若干名

学校年度・学期制 学校年度　9月～6月


【2学期制】


日課等 【始業・終業時刻】


 8:40 a.m. - 3:45 p.m.


【授業以外の校内活動（課外・部活動等）】


学童保育

保護者負担経費

スクールバスの有無

・通学方法

あり 　


通学方法：徒歩または保護者の自家用車による送迎。

昼食の形態 各自で弁当を持参するか、ホットランチを申し込む。

入・編入学の時期 【入学申請受付時期】


特に定められていない。


【編入学申請受付時期】


随時

入・編入学の基準 【資格】


特になし


【基準・選抜方法】


特になし


【言語能力チェックの有無】


有


日本人入学の規制・条件 特になし。


【予防接種の種類】


三種混合（ジフテリア、破傷風、百日咳）4回、MMR(麻疹、流行性耳下腺炎、風疹)2回　ポリオ3回　

B型肝炎3回　水疱瘡1回

入・編入学に際しての

必要書類

出願書類：

1.出生証明書

2.住所を証明するための不動産契約書、公共料金明細書等

3.予防接種証明


※不足分は入学後に接種していっても構わない。


ウェイティング ウェイティング制度：


なし

学校への訪問について アポイント：


要


受付曜日時間：


月～金曜日　学校の授業時間内

連絡先：
学校事務局

学校から日本人に対する

コメント等

特になし



地域の特色等 バトルクリーク市は，アメリカ合衆国中西部のミシガン州にあり，地図上，イリノイ州シカゴとミシガン

州デトロイトという2つの大都市を直線で結んだほぼ中間に位置している。


シカゴとデトロイトは高速道路Iー94で結ばれており，バトルクリークからはシカゴまで約3時間，デト

ロイトまでは約2時間で行くことができる。


人口は約6万人で，森と湖に恵まれた緑豊かな小さな田舎町である。


当市にはシリアルフードで有名なケロッグの本社があり，「シリアル・シティ」とも言われている。


20年前，当市は財政と雇用確保の施策として，日系企業の誘致を積極的に進め，その結果，デン

ソーなど自動車部品メーカーを中心とした15社の日系企業が進出した。


そのため，地域住民は日本人に対して大変好意的である。



